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■ 趣旨・目的 

湖南市は県内で外国籍住人が多いまちです。市内の小中学校においても、日本語指導の必要

な児童生徒が数多く在籍しています。学校現場では、通訳や日本語指導教員を配置し、児童生

徒の学習支援を行っています。 

市では１０年以上前から年に１回外国にルーツのある児童生徒交流会を開催し、外国にルーツ

のある子どもたちが様々な文化に触れたり、進路について考えたりする機会を持っています。 

 

■ 日 時 

令和４年(2022 年)  12 月 1 日（木）14:00～16:00 

                 

■ 場 所 

・水戸体育館 （湖南市梅影町４－２） 

・水戸まちづくりセンター（湖南市西峰町１） 

 

■ 内 容 

今年の交流会のテーマは“ブラジル” 

交流会の前半では、本場ブラジルでも指導者として認められているカポエイラのインストラクタ

ーと、市内学校の通訳者をブラジルのお菓子作りの講師としてお招きし中学生がブラジルの文

化体験をします。後半の部では、市内で会社経営をされている日系ブラジル３世の方をお招きし、

進路に関わるお話を聞きます。 

 

■ 問い合わせ 

担当課名：学校教育課 

担当者名：髙岡 真士  

（直通）0748 -77-7011     （FAX）0748 -77-4101      

     〒520-3288 

滋賀県湖南市中央一丁目１番地 

湖南市役所 秘書広報課 

TEL 0748-71-2314  FAX 0748-72-1467 

カポエイラ、母国のお菓子作り、進路講演会 

～外国にルーツのある中学生が～ 

母文化体験と進路交流！ 


